
 
 

令和４年５月１０日 

 

令和 4年度 第 1回 地域を紡ぐ看看連携セミナー ご案内 

～はじめよう、つなげよう 新北海道スタイルで創る看護と看護の連携～ 

 

 

旭川医科大学看護職キャリア支援センター  

センター長 服部 ユカリ  

地域看護職支援部門長 井戸川 みどり 

 

拝啓 

初緑の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

旭川医科大学看護職キャリア支援センター地域看護職支援部門では、昨年度、大学病院と訪問看

護事業所の看護職を参加者として募り、両施設がともに学び・語り合い、それぞれが提供する看護の

連携が図られることを目的に、地域で暮らす人々の療養生活が支えられるよう看看連携セミナーを開

催しました。セミナーでの意見交換は、日々の困りごとの解決策の発見のみならず、お互いの実践で大

切にしていることや看護観を知る機会となり、参加者の皆様から大変ご好評をいただきました。昨年度

の様子は当センターホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。 

 今年度は、昨年と同様の目的で全３回のセミナー開催とした上で、参加者を大学病院、訪問看護事

業所に加え、保健所で勤務する看護職の皆様へと拡大しました。そうすることで、その人が地域で望む

暮らしの実現に向けてさらに視野を広げ、学びを深めていきたいと考えています。 

 つきましては以下の内容で開催いたしますので、是非ご参加いただきたくご案内を申し上げます。 

敬具 

 

記 

１．開催日程（年３回） 

第１回 ： 令和４年 ７月  ７日（木）  １７：４５～１９：００   

第２回 ： 令和４年 ９月 22日（木）  １７：４５～１９：００ 

   第３回 ： 令和４年 12月 9日（金）  １７：４５～１９：００ 

   ※第２・３回の詳細やお申し込みについては別途ご案内を申し上げます 

 

２．内容 

テーマ「医療依存度の高い患者の在宅移行に向けて」  

・ミニレクチャー「希望する生活の実現に向けた準備 

～退院支援事例を振り返って～」(仮) 

講師：旭川医科大学病院 地域医療連携室 佐藤温葉看護師                    

・グループワーク「医療依存度が高く、介護力に不安がある場合の在宅移行に向けて」 



 
 

３．セミナー形態 

   Zoomによるオンライン開催 

 

４．対象 

   訪問看護事業所・保健所で勤務する看護職と本学看護職 

 

５．参加料                              

   無料 

 

６．定員 

   先着順の１５施設 

   ※施設単位でのお申込みとなります 

   ※参加人数は１施設につき２名までを上限とします 

   ※Zoom開催となるため接続機器（PC等）は１施設につき１台までとします 

 

7.申込方法                                                             （QRコード）  

  施設単位で右記のQRコードからお申込ください 

また、当センターホームページ（http://kango.asahikawa-med.ac.jp/） 

からもお申し込みが可能です 

 

８．申込締切 

  令和４年６月１日(水) 

 

９．問い合わせ先 

                           旭川医科大学 看護職キャリア支援センター（平瀬、井戸川） 

ＴＥＬ：０１６６－６５－２１１１（代表） 

 E-Mail：kango-career@asahikawa-med.ac.jp 

 

昨年度の様子 

主催 旭川医科大学 看護職キャリア支援センター 地域看護職支援部門 

共催 旭川医科大学 二輪草センター 
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